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佐　藤　　　仁
さ とう

（栄町）

ひとし

《
4
月
》22日

《
5
月
》9日

10
日

13
日

16
日

17
日

22
日

世
話
人
会

議
員
初
顔
合
わ
せ

世
話
人
会
・
会
派
代
表
者
会
議

初
当
選
議
員
研
修
会（
第
1
回
）

第
1
回
臨
時
会

全
員
協
議
会

初
当
選
議
員
研
修
会（
第
2
回
）

・
公
共
施
設
研
修

県
西
市
議
会
議
長
会
定
例
会

 

★
議
会
日
誌

統
一
地
方
選
に
よ
り
、
新
し
い
市
議
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
各
議
員
の
役
職
や
今
後
の
議
会
活

動
方
針
な
ど
の
紹
介
を
は
じ
め
、
委
員
会
な
ど

の
構
成
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。
本
市
発
展

の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
結
城
市
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
、
市
政
並
び
に
市
議
会
に
対
し
ま
し

て
、
格
別
の
ご
理
解
と
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

私
た
ち
は
、
改
選
後
の
第
1
回
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位

の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
、
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
身

に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
十
分
認
識
し
、

公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本
市
の
発
展
に
、

最
大
限
の
努
力
を
尽
く
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
、
国
全
体
で
見
ま
す
と
、
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
等
に
伴
う
社

会
保
障
関
係
費
等
の
義
務
的
経
費
の
増
加
や
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
へ

の
対
応
な
ど
に
よ
り
財
政
構
造
の
硬
直
化
が
進
ん
で
い
く
こ
と
が
見
込

ま
れ
、
効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
、
よ
り
重
要

に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
第
5
次
結
城
市
総
合
計
画
に
掲

げ
る
将
来
都
市
像
「
み
ん
な
で
つ
く
る
活
気
と

風
情
の
あ
る
快
適
な
ま
ち
・
結
城
」
の
実
現
を

目
指
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
「
小
さ
く
と
も

き
ら
り
と
光
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
、

議
会
と
執
行
機
関
が
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
よ
り

よ
い
結
城
市
の
発
展
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
市
議
会
も
、
従
来
の
慣
例
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
よ
り
一
層
の
工
夫
と
努
力
を

積
み
重
ね
る
と
と
も
に
、
執
行
機
関
と
の
真
摯

な
議
論
に
よ
り
、
有
効
な
政
策
を
推
進
し
、
諸

課
題
の
解
決
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
立
場
に
立
っ
て
、
期
待
に
応
え

る
べ
く
な
お
一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
特
段
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（下り松）
大　木　作　次
おお き じさく

副議長 議　長 ★ 

そ
の
他
の
委
員
会
の
構
成

◎
安
　
藤
　
泰
　
正
　
　
　
平
　
　
　
陽
　
子

○
秋
　
元
　
勇
　
人
　
　
　
黒
　
川
　
充
　
夫

　
大
　
橋
　
康
　
則
　
　
　
早
　
瀬
　
悦
　
弘

　
　
　

★ 

常
任
委
員
会
の
構
成

任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員
の
統
一
地
方

選
挙
後
、
初
め
て
の
臨
時
会
が
５
月
16
日
に
召

集
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
会
は
、
議
会
の
組
織
・
構
成
を
整

え
る
た
め
の
も
の
で
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
、

常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
の
選

任
な
ど
の
構
成
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
、
議
長
が
決
ま
る
ま
で
の
間
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
、
年
長
議
員
が
臨
時
に
議

長
の
職
務
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
孝
井

恒
一
議
員
が
臨
時
議
長
と
な
り
、
会
議
が
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
臨
時
議
長
に
よ
っ
て
、
議
員
の
仮
議

席
を
指
定
し
、
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
そ
の

結
果
、
大
木
作
次
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
臨
時
議
長
か
ら
新
議
長
に
交
代
し
、

各
議
員
の
議
席
を
正
式
に
決
定
。
会
期
を
5
月

16
日
の
1
日
間
と
決
定
し
、
副
議
長
の
選
挙
が

行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
佐
藤
仁
議
員
が
副
議
長

に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、常
任
委
員
会
（
総
務
、産
業
・
建
設
、

教
育
・
福
祉
）、
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
の

選
任
と
各
委
員
会
の
正
副
委
員
長
の
互
選
が
順

次
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
提
出
案
件
で
は
監
査
委
員
の
選

任
が
上
程
さ
れ
、
監
査
委
員
に
船
橋
清
議
員
が

全
員
一
致
を
も
っ
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議

会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

正・副議長の
就任あいさつ

議
長

　
　大

　木

　
　作

　次

　
　
　
　副
議
長

　
　佐

　藤

　
　仁

　
　
　
　
　
　
　
　監
査
委
員

　
　
　船

　橋

　
　清

第１回臨時会
5月16日

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

総
務
委
員
会
（
6
名
）

◎
大
　
橋
　
康
　
則
　
　
　
稲
　
葉
　
里
　
子

○
立
　
川
　
博
　
敏
　
　
　
船
　
橋
　
　
　
清

　
黒
　
川
　
充
　
夫
　
　
　
孝
　
井
　
恒
　
一

　
早
　
瀬
　
悦
　
弘
　

議
会
運
営
委
員
会
（
7
名
）

◎
土
　
田
　
構
　
治
　
　
　
立
　
川
　
博
　
敏

○
滝
　
沢
　
利
　
明
　
　
　
船
　
橋
　
　
　
清

　
佐
　
藤
　
　
　
仁
　
　
　
孝
　
井
　
恒
　
一

産
業
・
建
設
委
員
会
（
6
名
）

　
船
　
橋
　
　
　
清

監
査
委
員
（
1
名
）

◎
大
　
里
　
克
　
友
　
　
　
會
　
澤
　
久
　
男

○
上
　
野
　
　
　
豊
　
　
　
稲
　
葉
　
里
　
子

　
石
　
川
　
周
　
三
　
　
　
大
　
木
　
作
　
次

教
育
・
福
祉
委
員
会
（
6
名
）

◎
大
　
木
　
作
　
次
　
　
　
大
　
里
　
克
　
友

○
佐
　
藤
　
　
　
仁
　
　
　
大
　
橋
　
康
　
則

　
秋
　
元
　
勇
　
人
　
　
　
黒
　
川
　
充
　
夫

議
会
情
報
推
進
委
員
会
（
6
名
）

▲総務委員会

▲産業・建設委員会

▲教育・福祉委員会

▲議会運営委員会

▲議会情報推進委員会

議会だよりの編集について
私たち議会情報推進委員が議会
だよりを編集します。次回第
203号（8月1日号）より編集に
携わりますのでよろしくお願い
します。
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去
る
5
月
13
日
、
17
日
の
両
日
、
こ
の
度

の
選
挙
で
初
当
選
し
た
新
議
員
（
4
名
）
の

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
執
行
部
よ
り
市
行
政
の
概

要
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
、
ま
た
、

本
市
の
主
な
公
共
施
設
と
し
て
、
紬
の
里
結

城
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
は
じ
め
、
市
役
所
駅

前
分
庁
舎
、学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、林
浄
水
場
、

下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
視
察
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

新
議
員（
初
当
選
）の

　
　研
修
会
開
か
れ
る

　
統
一
地
方
選

　市
民
代
表
18
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
議
席
順
）

’19

石　川　周　三
いし かわ しゅう ぞう

（西の宮）1期
秋　元　勇　人
あき もと とはや

（小森）1期
滝　沢　利　明
たき ざわ とし あき

（上山川）1期

大　橋　康　則
おお はし やす のり

（下り松）3期

土　田　構　治
つち だ こう じ

（公達）2期

船　橋　　清
ふな ばし きよし

（新宿新田）7期
孝　井　恒　一
こう い つね いち

（紺屋町）8期

平　　陽　子
たいら よう こ

上　野　　豊
うえ の ゆたか

（大木）1期
大　里　克　友
おお さと かつ とも

（五助）2期

佐　藤　　仁
さ とう ひとし

（栄町）3期
安　藤　泰　正
あん どう やす まさ

（大谷瀬）3期

會　澤　久　男
あい ざわ ひさ お

（上山川）2期

産業・建設委員 産業・建設委員 議長，教育・福祉委員

総務委員 副議長，産業・建設委員総務委員長 議会運営委員長

教育・福祉委員 総務副委員長産業・建設副委員長産業・建設委員長 教育・福祉副委員長教育・福祉委員長教育・福祉委員

早　瀬　悦　弘
はや せ よし ひろ

（栄町）4期
立　川　博　敏
たち かわ ひろ とし

（公達）4期
黒　川　充　夫
くろ かわ みつ お

（富士見町）4期
稲　葉　里　子
いな ば さと こ

（浦町）4期
総務委員 議会運営副委員長総務委員教育・福祉委員

大　木　作　次
おお き さく じ

（下り松）5期

（松木合）3期

こ
の
度
初
当
選
い
た

し
ま
し
た
。
私
は
市

民
一
人
一
人
の
意
見
、

地
域
の
声
を
大
事
に

し
、
結
城
市
の
発
展
、

安
心
、
安
全
、
住
み

よ
い
街
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

本
格
的
な
人
口
減
少

社
会
を
迎
え
、
厳
し

い
改
革
が
求
め
ら
れ

る
中
で
、
私
は
よ
り

良
い
結
城
市
を
創
造

し
、
次
世
代
に
繋
げ

る
為
に
、
皆
様
と
共

に
未
来
を
考
え
行
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

の
方
ま
で
、
安
全
、

安
心
で
、
よ
り
住
み

よ
い
結
城
市
を
目
指

し
、
市
政
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が

安
心・平
和・幸
福
な

日
々
を
過
ご
し
、お
互

い
が
喜
び
あ
え
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、

責
任
世
代
の
代
表
と

し
て
皆
様
の
声
を
市

政
に
届
け
夢
と
誇
り

の
も
て
る
ま
ち
に
し

ま
す
。

市
民
と
行
政
が
共
に

手
を
携
え
豊
か
で
活

力
あ
る
地
域
を
創
造

し
て
い
く
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
掲

げ
市
民
の
皆
様
と
実

践
し
て
参
り
ま
す
。

市
民
が
主
役
と
な
る

よ
う
に
！

元
号
も
令
和
と
改
ま

り
、
私
も
皆
様
と
さ

ら
に
結
城
を
住
み
良

い
ま
ち
、
住
み
た
い

ま
ち
に
す
る
た
め
頑

張
り
ま
す
。
皆
様
か

ら
御
指
導
や
御
支
援

を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

地
方
自
治
体
の
役
割

は
「
市
民
福
祉
の
向

上
」
で
す
。
３
期
目

の
議
員
と
し
て
「
市

民
の
く
ら
し
最
優

先
」
の
市
政
を
つ
く

る
た
め
に
発
言
し
て

ま
い
り
ま
す
。

地
方
自
治
体
の
役
割

は
「
市
民
福
祉
の
向

上
」
で
す
。
３
期
目

の
議
員
と
し
て
「
市

民
の
く
ら
し
最
優

先
」
の
市
政
を
つ
く

る
た
め
に
発
言
し
て

ま
い
り
ま
す
。

市
議
会
議
員
と
し
て
、

で
き
る
こ
と
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
良
く
考
え
て
、

地
道
に
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。皆
様
の
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

こ
の
度
２
期
目
の
当

選
を
無
投
票
で
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。地

方
行
政
に
お
け
る
二

元
代
表
制
の
基
盤
が

揺
ら
い
で
い
ま
す
。議

会
の
役
割
を
考
え
て

議
員
活
動
に
励
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

議
員
と
し
て
７
期
目

に
な
り
ま
す
。
議
会

の
御
意
見
番
と
し
て

執
行
機
関
と
議
会
が

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

市
の
発
展
と
市
民
の

安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
に
全
力
で
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

５
期
目
の
当
選
の
栄

を
賜
り
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。市
の

抱
え
る
諸
問
題
の
解

決
と
安
心
安
全
で
住

み
よ
い
街
づ
く
り
を

目
指
し
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
活
か
し
て
、努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

活
力
あ
る
誇
れ
る
結

城
創
り
の
た
め
”
徹

底
し
た
行
財
政
改
革

の
実
現
に
向
け
！
行

政
の
民
間
委
託
や
議

員
定
数
、
職
員
定
数

適
正
化
の
実
現
の
た

め
粉
骨
砕
身
努
力
致

し
ま
す
。

活
力
あ
る
誇
れ
る
結

城
創
り
の
た
め
”
徹

底
し
た
行
財
政
改
革

の
実
現
に
向
け
！
行

政
の
民
間
委
託
や
議

員
定
数
、
職
員
定
数

適
正
化
の
実
現
の
た

め
粉
骨
砕
身
努
力
致

し
ま
す
。

私
は
常
日
頃
よ
り
結

城
市
に
対
し
て
、
思

い
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
そ
の
思
い
に
挑

戦
で
き
る
機
会
を
皆

様
に
頂
き
ま
し
た
。

皆
様
と
共
に
し
っ
か

り
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

教
育
、福
祉
、防
災
、

環
境
整
備
な
ど
積
極

的
に
取
り
組
み
、市

民
の
皆
様
と
市
政
と

の
橋
渡
し
役
と
し
て

「
正
し
い
事
の
為
に
骨

身
を
惜
し
ま
ず
行
動

い
た
し
ま
す
。」全
力

投
球
で
頑
張
り
ま
す
。

子
育
て・
高
齢
者
支

援
の
環
境
整
備
に
力

を
入
れ
ま
す
。市
民

が
助
け
合
い
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

に
し
た
い
。
実
現
を

目
指
し
て
政
策
へ
の

提
言
を
し
て
い
き
ま

す
。

元
号
が
平
成
か
ら
令

和
へ
と
変
わ
り
心
機

一
転
…
。
「
結
城
に

住
ん
で
良
か
っ
た
」

と
言
え
る
安
心
で
安

全
な
活
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
、

皆
さ
ん
の
為
に
し
っ
か

り
働
き
、皆
さ
ん
か

ら
信
頼
を
頂
い
て
頼

れ
る
存
在
と
な
れ
ま

す
よ
う
、一生
懸
命
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
、

働
き
手
の
未
来
、確

か
な
る
社
会
保
障
の

未
来
の
た
め
に
、教

育
・
文
化
・
環
境
・
福

祉・医
療
等
、皆
様
の

声
を
大
切
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

ま

ち
“
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去
る
5
月
13
日
、
17
日
の
両
日
、
こ
の
度

の
選
挙
で
初
当
選
し
た
新
議
員
（
4
名
）
の

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
執
行
部
よ
り
市
行
政
の
概

要
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
、
ま
た
、

本
市
の
主
な
公
共
施
設
と
し
て
、
紬
の
里
結

城
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
は
じ
め
、
市
役
所
駅

前
分
庁
舎
、学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、林
浄
水
場
、

下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
視
察
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

新
議
員（
初
当
選
）の

　
　研
修
会
開
か
れ
る

　
統
一
地
方
選

　市
民
代
表
18
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
議
席
順
）

’19

石　川　周　三
いし かわ しゅう ぞう

（西の宮）1期
秋　元　勇　人
あき もと とはや

（小森）1期
滝　沢　利　明
たき ざわ とし あき

（上山川）1期

大　橋　康　則
おお はし やす のり

（下り松）3期

土　田　構　治
つち だ こう じ

（公達）2期

船　橋　　清
ふな ばし きよし

（新宿新田）7期
孝　井　恒　一
こう い つね いち

（紺屋町）8期

平　　陽　子
たいら よう こ

上　野　　豊
うえ の ゆたか

（大木）1期
大　里　克　友
おお さと かつ とも

（五助）2期

佐　藤　　仁
さ とう ひとし

（栄町）3期
安　藤　泰　正
あん どう やす まさ

（大谷瀬）3期

會　澤　久　男
あい ざわ ひさ お

（上山川）2期

産業・建設委員 産業・建設委員 議長，教育・福祉委員

総務委員 副議長，産業・建設委員総務委員長 議会運営委員長

教育・福祉委員 総務副委員長産業・建設副委員長産業・建設委員長 教育・福祉副委員長教育・福祉委員長教育・福祉委員

早　瀬　悦　弘
はや せ よし ひろ

（栄町）4期
立　川　博　敏
たち かわ ひろ とし

（公達）4期
黒　川　充　夫
くろ かわ みつ お

（富士見町）4期
稲　葉　里　子
いな ば さと こ

（浦町）4期
総務委員 議会運営副委員長総務委員教育・福祉委員

大　木　作　次
おお き さく じ

（下り松）5期

（松木合）3期

こ
の
度
初
当
選
い
た

し
ま
し
た
。
私
は
市

民
一
人
一
人
の
意
見
、

地
域
の
声
を
大
事
に

し
、
結
城
市
の
発
展
、

安
心
、
安
全
、
住
み

よ
い
街
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

本
格
的
な
人
口
減
少

社
会
を
迎
え
、
厳
し

い
改
革
が
求
め
ら
れ

る
中
で
、
私
は
よ
り

良
い
結
城
市
を
創
造

し
、
次
世
代
に
繋
げ

る
為
に
、
皆
様
と
共

に
未
来
を
考
え
行
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

の
方
ま
で
、
安
全
、

安
心
で
、
よ
り
住
み

よ
い
結
城
市
を
目
指

し
、
市
政
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が

安
心・平
和・幸
福
な

日
々
を
過
ご
し
、お
互

い
が
喜
び
あ
え
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、

責
任
世
代
の
代
表
と

し
て
皆
様
の
声
を
市

政
に
届
け
夢
と
誇
り

の
も
て
る
ま
ち
に
し

ま
す
。

市
民
と
行
政
が
共
に

手
を
携
え
豊
か
で
活

力
あ
る
地
域
を
創
造

し
て
い
く
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
掲

げ
市
民
の
皆
様
と
実

践
し
て
参
り
ま
す
。

市
民
が
主
役
と
な
る

よ
う
に
！

元
号
も
令
和
と
改
ま

り
、
私
も
皆
様
と
さ

ら
に
結
城
を
住
み
良

い
ま
ち
、
住
み
た
い

ま
ち
に
す
る
た
め
頑

張
り
ま
す
。
皆
様
か

ら
御
指
導
や
御
支
援

を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

地
方
自
治
体
の
役
割

は
「
市
民
福
祉
の
向

上
」
で
す
。
３
期
目

の
議
員
と
し
て
「
市

民
の
く
ら
し
最
優

先
」
の
市
政
を
つ
く

る
た
め
に
発
言
し
て

ま
い
り
ま
す
。

地
方
自
治
体
の
役
割

は
「
市
民
福
祉
の
向

上
」
で
す
。
３
期
目

の
議
員
と
し
て
「
市

民
の
く
ら
し
最
優

先
」
の
市
政
を
つ
く

る
た
め
に
発
言
し
て

ま
い
り
ま
す
。

市
議
会
議
員
と
し
て
、

で
き
る
こ
と
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
良
く
考
え
て
、

地
道
に
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。皆
様
の
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

こ
の
度
２
期
目
の
当

選
を
無
投
票
で
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。地

方
行
政
に
お
け
る
二

元
代
表
制
の
基
盤
が

揺
ら
い
で
い
ま
す
。議

会
の
役
割
を
考
え
て

議
員
活
動
に
励
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

議
員
と
し
て
７
期
目

に
な
り
ま
す
。
議
会

の
御
意
見
番
と
し
て

執
行
機
関
と
議
会
が

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

市
の
発
展
と
市
民
の

安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
に
全
力
で
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

５
期
目
の
当
選
の
栄

を
賜
り
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。市
の

抱
え
る
諸
問
題
の
解

決
と
安
心
安
全
で
住

み
よ
い
街
づ
く
り
を

目
指
し
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
活
か
し
て
、努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

活
力
あ
る
誇
れ
る
結

城
創
り
の
た
め
”
徹

底
し
た
行
財
政
改
革

の
実
現
に
向
け
！
行

政
の
民
間
委
託
や
議

員
定
数
、
職
員
定
数

適
正
化
の
実
現
の
た

め
粉
骨
砕
身
努
力
致

し
ま
す
。

活
力
あ
る
誇
れ
る
結

城
創
り
の
た
め
”
徹

底
し
た
行
財
政
改
革

の
実
現
に
向
け
！
行

政
の
民
間
委
託
や
議

員
定
数
、
職
員
定
数

適
正
化
の
実
現
の
た

め
粉
骨
砕
身
努
力
致

し
ま
す
。

私
は
常
日
頃
よ
り
結

城
市
に
対
し
て
、
思

い
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
そ
の
思
い
に
挑

戦
で
き
る
機
会
を
皆

様
に
頂
き
ま
し
た
。

皆
様
と
共
に
し
っ
か

り
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

教
育
、福
祉
、防
災
、

環
境
整
備
な
ど
積
極

的
に
取
り
組
み
、市

民
の
皆
様
と
市
政
と

の
橋
渡
し
役
と
し
て

「
正
し
い
事
の
為
に
骨

身
を
惜
し
ま
ず
行
動

い
た
し
ま
す
。」全
力

投
球
で
頑
張
り
ま
す
。

子
育
て・
高
齢
者
支

援
の
環
境
整
備
に
力

を
入
れ
ま
す
。市
民

が
助
け
合
い
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

に
し
た
い
。
実
現
を

目
指
し
て
政
策
へ
の

提
言
を
し
て
い
き
ま

す
。

元
号
が
平
成
か
ら
令

和
へ
と
変
わ
り
心
機

一
転
…
。
「
結
城
に

住
ん
で
良
か
っ
た
」

と
言
え
る
安
心
で
安

全
な
活
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
、

皆
さ
ん
の
為
に
し
っ
か

り
働
き
、皆
さ
ん
か

ら
信
頼
を
頂
い
て
頼

れ
る
存
在
と
な
れ
ま

す
よ
う
、一生
懸
命
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
、

働
き
手
の
未
来
、確

か
な
る
社
会
保
障
の

未
来
の
た
め
に
、教

育
・
文
化
・
環
境
・
福

祉・医
療
等
、皆
様
の

声
を
大
切
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

ま

ち
“
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佐　藤　　　仁
さ とう

（栄町）

ひとし

《
4
月
》22日

《
5
月
》9日

10
日

13
日

16
日

17
日

22
日

世
話
人
会

議
員
初
顔
合
わ
せ

世
話
人
会
・
会
派
代
表
者
会
議

初
当
選
議
員
研
修
会（
第
1
回
）

第
1
回
臨
時
会

全
員
協
議
会

初
当
選
議
員
研
修
会（
第
2
回
）

・
公
共
施
設
研
修

県
西
市
議
会
議
長
会
定
例
会

 

★
議
会
日
誌

統
一
地
方
選
に
よ
り
、
新
し
い
市
議
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
各
議
員
の
役
職
や
今
後
の
議
会
活

動
方
針
な
ど
の
紹
介
を
は
じ
め
、
委
員
会
な
ど

の
構
成
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。
本
市
発
展

の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
結
城
市
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
、
市
政
並
び
に
市
議
会
に
対
し
ま
し

て
、
格
別
の
ご
理
解
と
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

私
た
ち
は
、
改
選
後
の
第
1
回
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位

の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
、
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
身

に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
十
分
認
識
し
、

公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本
市
の
発
展
に
、

最
大
限
の
努
力
を
尽
く
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
、
国
全
体
で
見
ま
す
と
、
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
等
に
伴
う
社

会
保
障
関
係
費
等
の
義
務
的
経
費
の
増
加
や
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
へ

の
対
応
な
ど
に
よ
り
財
政
構
造
の
硬
直
化
が
進
ん
で
い
く
こ
と
が
見
込

ま
れ
、
効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
、
よ
り
重
要

に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
第
5
次
結
城
市
総
合
計
画
に
掲

げ
る
将
来
都
市
像
「
み
ん
な
で
つ
く
る
活
気
と

風
情
の
あ
る
快
適
な
ま
ち
・
結
城
」
の
実
現
を

目
指
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
「
小
さ
く
と
も

き
ら
り
と
光
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
、

議
会
と
執
行
機
関
が
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
よ
り

よ
い
結
城
市
の
発
展
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
市
議
会
も
、
従
来
の
慣
例
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
よ
り
一
層
の
工
夫
と
努
力
を

積
み
重
ね
る
と
と
も
に
、
執
行
機
関
と
の
真
摯

な
議
論
に
よ
り
、
有
効
な
政
策
を
推
進
し
、
諸

課
題
の
解
決
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
立
場
に
立
っ
て
、
期
待
に
応
え

る
べ
く
な
お
一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
特
段
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（下り松）
大　木　作　次
おお き じさく

副議長 議　長 ★ 

そ
の
他
の
委
員
会
の
構
成

◎
安
　
藤
　
泰
　
正
　
　
　
平
　
　
　
陽
　
子

○
秋
　
元
　
勇
　
人
　
　
　
黒
　
川
　
充
　
夫

　
大
　
橋
　
康
　
則
　
　
　
早
　
瀬
　
悦
　
弘

　
　
　

★ 

常
任
委
員
会
の
構
成

任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員
の
統
一
地
方

選
挙
後
、
初
め
て
の
臨
時
会
が
５
月
16
日
に
召

集
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
会
は
、
議
会
の
組
織
・
構
成
を
整

え
る
た
め
の
も
の
で
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
、

常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
の
選

任
な
ど
の
構
成
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
、
議
長
が
決
ま
る
ま
で
の
間
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
、
年
長
議
員
が
臨
時
に
議

長
の
職
務
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
孝
井

恒
一
議
員
が
臨
時
議
長
と
な
り
、
会
議
が
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
臨
時
議
長
に
よ
っ
て
、
議
員
の
仮
議

席
を
指
定
し
、
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
そ
の

結
果
、
大
木
作
次
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
臨
時
議
長
か
ら
新
議
長
に
交
代
し
、

各
議
員
の
議
席
を
正
式
に
決
定
。
会
期
を
5
月

16
日
の
1
日
間
と
決
定
し
、
副
議
長
の
選
挙
が

行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
佐
藤
仁
議
員
が
副
議
長

に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、常
任
委
員
会
（
総
務
、産
業
・
建
設
、

教
育
・
福
祉
）、
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
の

選
任
と
各
委
員
会
の
正
副
委
員
長
の
互
選
が
順

次
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
提
出
案
件
で
は
監
査
委
員
の
選

任
が
上
程
さ
れ
、
監
査
委
員
に
船
橋
清
議
員
が

全
員
一
致
を
も
っ
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議

会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

正・副議長の
就任あいさつ

議
長

　
　大
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　作

　次

　
　
　
　副
議
長

　
　佐

　藤

　
　仁

　
　
　
　
　
　
　
　監
査
委
員

　
　
　船

　橋

　
　清

第１回臨時会
5月16日

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

総
務
委
員
会
（
6
名
）

◎
大
　
橋
　
康
　
則
　
　
　
稲
　
葉
　
里
　
子

○
立
　
川
　
博
　
敏
　
　
　
船
　
橋
　
　
　
清
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川
　
充
　
夫
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井
　
恒
　
一

　
早
　
瀬
　
悦
　
弘
　

議
会
運
営
委
員
会
（
7
名
）

◎
土
　
田
　
構
　
治
　
　
　
立
　
川
　
博
　
敏

○
滝
　
沢
　
利
　
明
　
　
　
船
　
橋
　
　
　
清

　
佐
　
藤
　
　
　
仁
　
　
　
孝
　
井
　
恒
　
一

産
業
・
建
設
委
員
会
（
6
名
）

　
船
　
橋
　
　
　
清

監
査
委
員
（
1
名
）

◎
大
　
里
　
克
　
友
　
　
　
會
　
澤
　
久
　
男

○
上
　
野
　
　
　
豊
　
　
　
稲
　
葉
　
里
　
子

　
石
　
川
　
周
　
三
　
　
　
大
　
木
　
作
　
次

教
育
・
福
祉
委
員
会
（
6
名
）

◎
大
　
木
　
作
　
次
　
　
　
大
　
里
　
克
　
友

○
佐
　
藤
　
　
　
仁
　
　
　
大
　
橋
　
康
　
則

　
秋
　
元
　
勇
　
人
　
　
　
黒
　
川
　
充
　
夫

議
会
情
報
推
進
委
員
会
（
6
名
）

▲総務委員会

▲産業・建設委員会

▲教育・福祉委員会

▲議会運営委員会

▲議会情報推進委員会

議会だよりの編集について
私たち議会情報推進委員が議会
だよりを編集します。次回第
203号（8月1日号）より編集に
携わりますのでよろしくお願い
します。


